
平成 29年度決算概要 

 

本学園の収入の 70％以上を占める学生生徒等納付金は、ここ 10年間では平成 18年

度 3,627百万円をピークとして、平成 23年度を除いて減少基調にあり、平成 29年度は、

2,230百万円で、ピーク比約 38.5％の減少となっている。この間、大学院、短大の閉鎖

等大学組織の改編が行われたこともあるが、大学における学生数の減少が大きな要因

である。（18 年度現員 1,914 名、29 年度 1,095 名、減少率 42.7％）この点については、

学生数確保の一層の強化が求められる。 

学納金に次いで比重の大きい補助金（直近補助金比率 23.1％）については、平成 18

年度 732百万円に対して、平成 29年度 793百万円と、金額ベースでは、+61百万円（増

加率 8.3％）と増加しており、事業活動収入に占める比率は、平成 18年度 14.7％から、

平成 29年度 23.2％となっている。 

直近５か年は、経常収支が連続してマイナスであることから、本学園の収支には、

経常的かつ構造的な問題が存在する。時系列的には、収入の減少、特に、収入の 70％

を占める学生等納付金金額が 3,000百万円を下回った平成 21年度以降、消費支出比率

（基本金組入前収支差額／事業活動収入）が 100％を超過しており、逆ザヤ状況を示し

ている。29年度も、事業活動収入額 3,423百万円に対して、事業活動支出額が 3,726百

万円となり、総体として 303百万円の不足となっている。 

平成 29 年度決算においては、収入面で学生等納付金が 2,230 百万円（前年度比+95

百万円）であり、事業活動収入 3,423 百万円（前年度比+184 百万円）と、入学生の増

加と 30年度に 100周年を迎えるにあたり、寄附金の増加が要因と考える。これに対し

て、支出面では、人件費 1,854 百万円（前年度比+127 百万円）と大幅な増加となり、

事業活動支出全体では、3,726百万円となっている。 

収支バランスの観点からは、事業活動収支が 303 百万円となり、昨年度と比較して

大幅な支出超の状況である。 

学園の現金収支を把握するキャッシュ・フロー分析の観点から、非現金化支出であ

る教育研究経費及び管理経費の減価償却費を戻し入れた、償却前事業活動収支をフリ

ーキャッシュフローとして指標とするが、収支バランスを考えた場合に、前記のとお

り教育研究経費と管理経費及び奨学費が増加しており、バランスが崩れている状態で

ある。 

しかしながら、平成 29年度の大学の入学者数は、318名に増加している。さらに平

成 30年度の入学者は 302名で昨年度と比較すると減少しているが、入学定員を充足し

ている。この上昇傾向を維持していくことにより、バランスの改善を図っていくこと

ができる。今後の資金面としては金融機関等からの取引の中から建物の建設等も含め

財務運営の改善を図っていく考えである。 


